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松
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薫

垂

堕醒現　高　9 12151821 24　閻薩溺

松山2Z⑳日田田園日田田圃等⑪

新居浜欝⑳園田〇〇〇〇回国手駕⑪

宇和島2Z⑨園田′ 〇〇回′∴′因2細

西日本豪雨乗り越え半世紀1‾人で管理

涙の決断新谷花菖蒲図、に幕

八島信治良さんの自宅。家から突き出
した板の-上でも花菖蒲が育てられてい
る

窯鰹信小高
淑螺飾鎚目姑入り、大喪、やや、、l映

欝谷ちくわ高座監鯉梁純絹

作
羞
鱗
U
.
イ
ふ
妄
上
作
)
-
し
こ
(
一
E

民
党
県
連
は
2
5
日
、
公
募

要
項
を
発
表
し
た
。
応
募

期
間
は
2
 
5
日
か
ら
7
月
6

日
ま
で
。
居
住
抱
や
党
籍

の
有
無
、
自
薦
子
他
薦
は

問
わ
ず
幅
広
く
募
る
。
推

‥
花
白
〇
百
青
い
て
聞
、
∨
ふ
れ
選

考
委
員
会
で
決
定
し
、
合

同
議
員
総
会
で
報
告
し

た
。
会
合
は
非
公
開
で
開

か
れ
、
選
考
委
員
長
代
行

の
山
本
順
三
参
院
議
員
は

終
了
後
、
報
道
陣
に
「
幅

.
レ
イ
「
、
.
『
V
〕
之
、

ま
た
、
自
民
党
県
連
は

2
0
2
2
年
の
参
院
選
愛

媛
選
挙
区
の
候
補
者
と
し

て
現
職
の
山
本
氏
を
擁
立

す
る
こ
と
を
決
定
し
、
党

本
部
に
公
認
申
請
し
た
。

東
京
五
輪
・
パ
ラ

県
は
2
 
5
日
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
董
剛
合
宿
で
ア
フ

リ
カ
南
東
部
の
モ
ザ
ン
ビ

ー
ク
共
和
国
の
選
手
団
が

母
5
㍉
以
上

〆
5
㍉
未
満

窮
境

関
田

閉
離
轄
擢
彊
謹
酬
醗
藩
鑑
輔
弼

っ
て
ほ
ほ
1
人
で
管
理
を
担
っ
て
き
た
が
、
年
齢
な
ど
を
理
由
に
苦
渋
の
決

断
を
下
し
た
。
西
日
本
豪
雨
か
ら
立
ち
直
り
、
1
0
万
本
の
花
を
再
び
咲
か
せ

る
と
い
う
夢
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
独
自
に
開
発
し
た
新
品
種
は
図
鑑
に

載
っ
た
。
開
発
者
「
Y
a
S
h
l
m
a
」
の
名
は
花
菖
蒲
に
愛
を
注
い
だ
証

し
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
残
り
続
け
る
。
　
　
　
　
　
　
【
中
川
祐
二

諸
蝶
牢
♭
」
畳
ま
か
ら
《
「
5
」

′
.
J
ノ
¥
　
J
人
く
く
に
r
l
《
　
2
「
亡

に
来
県
。
ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス

タ
ジ
ア
ム
(
松
山
市
)
で

非
公
開
で
練
習
す
る
。

事
前
に
予
定
し
て
い
た

歓
迎
行
事
は
中
止
。
代
わ

り
に
県
内
の
小
中
学
生
と

松
山
城
に
傷

不
起
訴
処
分

資
料
館
は
起
訴

松
山
地
検
は
2
 
5
日
、
蕩

城
跡
(
松
山
市
)
に
傷

矢
落
川
沿
い
を
流
れ
る

小
川
の
ほ
と
り
。
例
年
で

あ
れ
ば
6
月
に
な
る
と
2

0
0
種
ほ
ど
の
花
菖
蒲
的

8
0
0
0
株
が
色
と
り
ど

り
の
花
を
咲
か
せ
、
観
光

客
ら
で
に
ぎ
わ
う
が
、
今

年
は
雑
草
が
生
い
茂
り
花

も
ま
ば
ら
だ
。
「
も
う
椿

れ
ち
ゃ
っ
た
の
?
」
。
6

月
上
旬
、
閉
園
と
知
ら
ず

に
訪
れ
た
女
性
が
残
念
そ

う
に
つ
ぶ
や
い
た
。

八
島
さ
ん
の
長
男
章
さ

ん
(
6
4
)
に
よ
る
と
、
5
0
年

以
上
前
、
新
谷
藩
の
陣
屋

跡
に
あ
る
池
に
咲
い
て
い

た
花
菖
蒲
の
苗
2
0
株
を
八

島
さ
ん
が
譲
り
受
け
、
自

宅
そ
ば
の
湿
抱
に
植
え
た

の
が
園
の
始
ま
り
だ
と
い

う
。
こ
の
辺
り
は
、
1
9

(
 
4
0
年
ご
ろ
の
水
害
を
受

け
て
実
施
さ
れ
た
失
落
川

の
改
修
工
事
の
影
響
で
ド

ブ
川
と
化
し
て
し
ま
い
、

夏
に
な
る
と
蚊
が
わ
く
な

ど
悩
み
の
種
に
な
っ
て
い

た。
花
菖
蒲
は
年
々
増
え
、

湿
地
は
観
光
地
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
。
「
蚊
わ
く
湿

原
に
〃
初
夏
の
花
〃
」
と

は
7
4
年
6
月
1
3
日
の
新
聞

記
事
の
見
出
し
。
大
洲
市

の
新
た
な
名
所
と
な
っ
た

こ
と
と
と
も
に
「
さ
る
九

日
の
日
曜
日
に
は
千
人
を

超
え
る
見
物
客
が
訪
れ
て

い
た
」
と
そ
の
盛
況
ぶ
り

を
伝
え
て
い
る
。
最
盛
期

に
は
1
0
万
本
の
花
菖
蒲
が

か
つ
て
の
新
谷
花
菖
蒲
園
。
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
花
菖
蒲
が

き
れ
い
に
咲
き
誇
っ
た
=
八
島
信
治
良
さ
ん
提
供
、
 
-

咲
き
誇
っ
た
。
見
ご
ろ
に

な
る
と
「
花
菖
蒲
ま
つ
り
」

が
開
か
れ
、
近
所
の
店
が

屋
台
を
出
し
、
赤
ち
ょ
う

ち
ん
に
照
ら
さ
れ
た
花
菖

蒲
が
夜
を
彩
っ
た
。

花
菖
蒲
は
ア
ヤ
メ
科
の

多
年
草
で
、
江
戸
時
代
か

ら
品
種
改
良
が
進
め
ら
れ

た
。
八
島
さ
ん
も
品
種
改

良
に
情
熱
を
傾
け
た
。
独

自
で
開
発
し
た
日
蓮
は
0
0

に
も
上
る
。
「
大
洲
美
人
」

「
花
一
万
石
」
な
ど
大
洲

に
ち
な
ん
だ
名
や
、
「
花

輪
」
　
「
奏
」
な
ど
家
族
の

名
を
付
け
た
。
更
に
自
宅

に
「
菖
蒲
城
」
と
い
う
看

板
を
掲
げ
、
居
間
や
風
呂

場
な
ど
家
の
中
に
も
花
菖

蒲
を
星
示
し
て
開
放
し

た
。
「
お
客
さ
ん
に
『
き

れ
い
で
す
ね
』
と
褒
め
て

も
ら
う
と
言
う
に
言
わ
れ

な
い
う
れ
し
さ
が
あ
る
」
。

そ
ん
な
思
い
で
家
族
の
よ

つ
丁
寧
に
洗
い
、
÷
再
び

1
0
万
本
の
新
谷
花
菖
蒲
園

に
」
と
い
う
夢
を
掲
げ
て

復
旧
作
業
を
続
け
て
き
た

が
、
大
洲
市
か
ら
は
水
害

で
流
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る

と
し
て
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど

を
撤
去
す
る
よ
う
昨
年
1
 
1

月
に
改
善
命
令
が
出
さ
れ

た
。
「
大
洲
市
の
た
め
に

と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
だ

け
に
裏
切
ら
れ
た
気
持

ち
」
。
体
も
弱
っ
た
が
、

心
も
痛
か
っ
だ
。
年
齢
も

考
慮
し
て
引
返
を
決
め
、

園
は
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に

な
っ
た
。

八
島
さ
ん
が
開
発
し
た

天
測
美
人
」
　
「
花
一
万

石
」
「
崇
高
」
　
「
蛍
の
友
」

の
4
品
種
は
日
本
花
菖
蒲

協
会
に
登
録
さ
れ
、
「
現

八
島
さ
ん
開
発
の
新
品
種
は
図
鑑
に

き
た
八
島
信
治
良
さ
ん
。
閉
園
し
た
園
内
は
雑
草
が
目
立
つ

=
い
ず
れ
も
大
洲
市
で

図
鑑
に
載
っ
た
大
洲
美
人
。
開
発
者
と
し
て
「
Y

a
S
h
・
I
m
a
」
と
詰
さ
れ
て
い
る
=
現
代
花
葺

蒲
図
鑑
、
(
淡
交
社
)
よ
り

う
に
大
切
に
育
て
て
き

た。
そ
れ
で
も
寄
る
年
波
に

は
勝
て
な
い
o
3
年
前
に

は
西
日
本
豪
雨
が
起
き
、

園
は
冠
水
し
た
。
「
菖
蒲

園
を
終
わ
ら
せ
ま
い
」
と

八
島
さ
ん
は
泥
だ
ら
け
に

な
っ
た
花
菖
蒲
を
一
株
ず

代
花
菖
蒲
図
鑑
」
　
(
淡
交

社
)
に
は
「
Y
a
S
h
主

m
a
」
の
名
が
載
っ
て
い

る
。
「
名
前
が
残
る
の
は

う
れ
し
い
こ
と
っ
閉
園
は

残
念
だ
け
ど
光
に
な
り
ま

す
」
。
菖
蒲
じ
い
は
目
に

涙
を
た
め
、
優
し
い
口
調

で
つ
ぶ
や
い
た
。

叩
、
加
藤
丈
晴
容
疑
者

的
)
を
器
物
損
壊
の
罪
で

読
し
た
。
起
訴
状
に
よ

)
と
、
1
月
3
日
午
後
、

築
城
資
料
館
で
、
映
写

あ
壁
面
に
3
本
の
線
上

l
虜
を
付
け
た
と
さ
れ

)
。
一
方
、
松
山
城
に
傷

に
つ
い
て
は
不
起
訴
と

た
。
地
検
は
「
証
拠
関
係

照
ら
し
て
」
と
説
明
し

お
り
、
証
拠
が
そ
ろ
わ

か
っ
た
と
み
ら
れ
る
∞

館
な
ど
に
傷
を
付
け
た

し
て
高
知
、
広
島
、
岡

の
各
県
警
で
も
器
物
損

な
ど
の
容
疑
で
逮
捕
さ

た
。
こ
の
う
ち
高
知
分

つ
い
て
は
起
訴
さ
れ
、

矧
地
裁
で
公
判
が
始
ま
i

て
い
る
。
【
斉
藤
朋
星

2
人
が
感
染

新
型
コ
ロ
ナ

県
は
2
5
日
、
2
人
が
新

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

し
た
と
発
表
し
た
。
麿

地
は
松
山
市
と
四
国
中
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嘉
擢
繋
護
藷

ス
ウ
ト
ガ
ネ
イ
マ
モ
カ
…
ぺ
サ
レ
ネ
コ
ジ
ウ
ト
マ
ガ
ス
ビ
…
レ
サ
コ
ネ

窯
器
毒
薬
嚢
学
事
藷
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搬
5
4
0
講
望
-
謡
離
嘉
畿
譜
準
器
機
ペ
ー
竺
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欝
輔
弼
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辞

ン
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ン
ン
シ
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イ
リ
ン
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准
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潤

…

　

　

ヨ
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コ
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コ
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ジ
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霧
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発
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欝

日
…
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革
　
　
　
　
　
　
ヨ
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…

果
…
ン
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ツ
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リ
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ン
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青
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繁
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霧
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累
計
2
7
5
2
人
(
死
者

7
5
人
)
に
な
っ
た
。
重
症

者
は
3
人
。
【
中
川
祐
一
】

◆
守
秘
義
務
違
反
の
今
治

市
職
員
を
略
式
起
訴
　
松
山

区
験
は
2
5
日
、
県
警
が
今
治

市
に
依
頼
し
た
調
査
の
情
報

を
知
人
に
漏
ら
し
た
と
し

て
、
地
方
公
務
員
法
(
守
秘

義
務
)
違
反
の
罪
で
同
市
に

住
む
市
民
課
の
竹
田
果
歩
・

会
計
年
度
任
席
職
員
(
饗
を

略
式
起
訴
し
た
。
松
山
簡
裁

は
同
日
、
罰
金
2
0
万
円
の
略

式
命
令
を
出
し
た
。
起
訴
状

に
よ
る
と
、
竹
田
職
員
は
2

ひ
2
0
年
1
2
月
9
日
、
県
警

か
ら
同
課
に
知
人
の
身
上
照

会
の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
を

勤
務
中
に
知
り
、
本
人
に
無

料
通
信
ア
プ
リ
「
し
I
N
里

で
伝
え
、
職
務
上
知
っ
た
秘

密
を
漏
ら
し
た
と
ぎ
れ
る
。

紙
面
編
集
田
村
賢
「


